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研究成果の概要（和文）：活性酸素シグナルの受容からエフェクター分子による制御機構の解明

に向けた研究を、分子〜細胞〜個体レベルで幅広く総合的に展開した。その成果を数多くの学

術論文業績として社会に発信した。また、総括班を中心として、公開シンポジウムや技術支援

セミナーの開催ならびにホームページやニュースレターの発行を通じて、広く社会・国民に情

報発信を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：Signaling functions of reactive oxygen species have been explored 
by this research project from the view points of molecules, cells to individuals, 
resulting in publication of a number of original articles in high-impact journals.  
Obtained achievements were also widely distributed through internet, newsletters, 
technical seminar, and international symposiums organized by this research group. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
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１．研究開始当初の背景 
 
 活性酸素は生体分子に非特異的な化学損傷

をもたらす毒性因子ではなく、生理的なシグ

ナル伝達機構の担い手であるというコンセプ

トは今やほとんどの生命科学分野に受け入れ

られつつある。本提案領域においては、生物

種に普遍的に発現されている活性酸素シグナ

ルの分子制御機構に焦点をあて、その解明を

目指すものである。総括班においては、この

様な活性酸素シグナルの最先端研究の効果的

な推進に向けて、領域研究の調整・企画・広

報・評価、さらに、領域内外の研究支援活動

を行う。 
 
２．研究の目的 
 
 当該領域研究では、多彩な生命現象と疾患
病態に関与している活性酸素の機能の解明に
向けて、化学と生物系が融合したケミカルバ
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イオロジーの新たな視点から『活性酸素によ
るシグナル伝達研究』を展開する。すなわち、
活性酸素のシグナル受容からエフェクター分
子による制御機構を分子、細胞〜個体レベル
で総合的に解明する。そのためには、生物化
学、生化学、細胞生物学、分子生物学、医学
生物学・臨床医学の幅広い分野の第一人者が
一堂に会してそれぞれの専門分野を深く探究
しながら、互いに緊密な有機的連携を図るこ
とが必須である。研究期間内に本応募領域の
設定目標を達成するためには、総括班の統括
のもと領域研究を効果的に推進することが大
変重要である。よって、総括班の活動を通じ
て、研究推進方策の検討、領域の評価と助言
を行い、さらに、当該分野の国際的な学術連
携と人材育成に取組む。なお、活性酸素の機
能解明のためには、ケミカルバイオロジーと
いう生物・化学系の領域を跨いだ学際的研究
を効果的に推進しなくてはならない。その分
野融合の成果として、生物系のみならず化学
系の研究者により新規解析技法が開発されれ
ば、領域研究の創造性は飛躍的に高まること
が期待される。そこで、本領域の総括班では、
活性酸素とその化学センサーの分子プローブ
とイメージングに関する先端技術開発に向け
た研究支援事業を強力に推進する。 
 
３．研究の方法 
１）班会議の開催：班会議（年 2 回）を開
催し、領域内の研究者間での情報交換、研
究資材の相互利用などにより有機的な連携
体制の構築強化を進める。 
 
２）領域ホームページの開設：当該領域研
究によって得られた成果を、領域内外の研
究者へ情報発信するとともに、学生、一般
市民への研究成果の公開、還元に向けた広
報活動システムを構築する。 
 
３）ニュースレターの発刊：上記ホームペ
ージとともに、印刷物としての情報発信を
行う。 
 
４）研究支援事業の実施：本領域研究で取
組む最先端技術開発を重点的に支援し、開
発された分子プローブやイメージング技術
などを領域内外の研究者に向けて積極的に
還元する。具体的には、①活性酸素シグナ
ル分子検出プローブ開発と活性酸素イメー
ジング技術支援（浦野担当）、②活性酸素シ
グナルの化学センサー解析（有本担当）、へ
の支援とともに、技術セミナー・講習会に
よる啓発活動を行う。このことにより、領
域内外での共同研究の促進、若手人材の育
成、さらには、当該分野の研究レベルの向
上に努める。 
 

５）公開シンポジウム・国際シンポジウム
の開催：活性酸素研究の国内外の第一人者
を講師として招聘し、関連分野の最新情報
を収集すると共に、本領域研究で得られた
成果を世界へ発信する。特に、若手研究者
に出来るだけ多くの発表の機会を与えられ
るようなセッション（ポスター発表やショ
ートプレゼンテーション等）を企画する。 
 
６）関連学会のシンポジウム企画など：関
連学会でのシンポジウム企画などを積極的
に推進し、学術集会の場で積極的に発表す
ることにより、世界に向けた情報発信に取
組む。 
 
４．研究成果 

本領域は、平成２０年度に計画研究（１２課

題）と総括班からなる領域として発足した。

公募研究には第一期、第二期ともに 100 を超

える応募があり、その中から平成２１年度に

第一期公募研究（１６課題）、また平成２３年

度から第二期公募研究（１８課題）が採択さ

れ、活性酸素シグナルの受容からエフェクタ

ー分子による制御機構の解明に向けた研究を、

分子〜細胞〜個体レベルで幅広く総合的に展

開した。その成果は「研究成果の発表状況」

にも後述するように、数多くの論文業績とし

て社会に発信した。また、総括班を中心とし

て、以下に示す活動を行い、広く社会・国民

に情報発信を行った。 

 

１）班会議：本領域の発足後、全 9 回の班会

議を開催し、領域メンバー間で最新の情報を

共有するとともに、研究項目間の共同研究の

促進を図った。また、班会議の概要・抄録は

ニュースレターに掲載し、広く領域外への情

報公開を行った。 

 

２）ホームページ：領域ホームページ（平成

21 年 1 月 7 日 公 開 、

http://www.ros-signal.jp）を立ち上げ、研

究成果に関する情報の開示や、シンポジウム

や当該分野の関連学会等の情報の提供や当該

分野において開発された最新の研究技術と情

報の公開を積極的にすすめた。 

 

３）ニュースレター：ニュースレターを発行

し、本領域の計画研究・公募研究の概要や公

開国際シンポジウム（下記参照）の抄録を紹

介し、情報公開を行った。なお、本ホームペ

ージでは、海外への情報発信を目的に、日本

語版のみならず英語版のサイトを公開してい

る。このような活動が国際的にも評価され、

本領域の学術活動は、フリーラジカル研究の



国際組織である SFRBM (Society for Free 

Radical Biology and Medicine)のニュースレ

ター(SFRBM dot)にも取り上げられた。 

 

４）研究支援事業：第１回技術支援セミナー・

講習会（主催；平成２３年１１月４日、熊本） 

「蛍光プローブを用いた生細胞イメージン

グ」と題して、当該セミナーを開催した。午

前中は領域メンバーである浦野（東京大学）

による講習会と海外より招聘の Lancaster 博

士による特別講演を行った。また、午後には

参加者（７０名を超える若手を中心とした研

究者）による実際の細胞を用いた体験型の実

習を行った。 

 

５）公開シンポジウム 

①第 1 回公開国際シンポジウム「活性酸素の

シグナル伝達機能」（主催；平成 21 年 7 月 18

日、阿蘇）。招待講演（海外２名、国内２名、

領域メンバー１名）とポスター発表 27 題を行

い、100 名近くの参加者があり、活発な議論

が行われた。 

②第 2 回公開国際シンポジウム「活性酸素の

シグナル伝達機能」（主催；平成 22 年 6 月 18

日、京都）。領域代表の赤池孝章が President

となり、第６回国際 NO 学会を京都にて開催し

た。当該学会は、NO・活性酸素分野の最前線

の研究者を集めて２年に一度開催されるもの

で、今回は、海外からの参加者約 140 名を加

えて、400 名近くの参加があり、活発な討論

が行われた。また、本領域の公開国際シンポ

ジウムを共同開催し、海外から４名の招聘演

者、２名の領域メンバーにより、活性酸素研

究における最新のトピックスが紹介された。 

③第３回公開国際シンポジウム「活性酸素の

シグナル伝達機能」（主催；平成２３年５月１

１日、東京）。海外から２名の招聘演者、３名

の領域メンバーによる公開国際シンポジウム

を開催した。 

④特別公開シンポジウム「活性酸素のシグナ

ル伝達機能」（主催；平成２４年６月１６日、

沖縄）。一般参加を含め７０名以上の参加があ

り、活発な議論が行われた。 

⑤第４回公開国際シンポジウム「活性酸素の

シグナル伝達機能」（主催；平成２４年１２月

１７日、福岡）。７名の招聘演者（海外５名、

国内１名）と、７名の領域メンバーによる講

演にて開催し、領域内外から８０名を超える

参加者があり、活発な議論が行われた。 

 

⑥関連学会のシンポジウム企画など：日本生

化学会、日本 NO 学会、日本分子遺伝学会をは

じめ、多数の学会にて、本領域研究者が主体

となるシンポジウムを企画し、領域件研究に

て得られた成果を広く発表した。 

 

５．主な発表論文等（領域メンバー分） 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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